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ホルモンのきしゃく水について
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　toits effects
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　The stimulating effect of hormone on the fruit development was investigated with special reference

to diluting water of hormone, although it has been known that divalent cations show the depressive

effect on the auxin-induced elongation of A vena coleoptile sections and of ａ lamina joint in rice plants

and monovalent ones recover their inhibitive action.

　1. The higher the salt concentration, the more inhibitive the 2. 4 d ich lo rophenoxy acetic acid (2.4-D)

induced elongation of A vena　coleoptile sections at ａ concentration of 5 ppm. Among each salts

calcium ion decreases more remarkable than potassium ion. H･bwever, chlorine anion also inhibits

more hormonal elongating action than phosphorus one.

　Consequently, it seems that the elongating effect of hormone is affected by not only cation but also

anion concentration in diluting water.

　2. It was ascertained that the inhibiting action of ａｕχin･induced elongation by calcium salt is nullified

by addition of potassium phosphate in diluting water.

　3. When the emasculated floweres were dipped into 100 ppm solution of 2. 4-D containning

various salts at blooming date. hard water gives the depressive fruit development and further addition

of potassium phosphate in diluting water induces less and less fruit growth.

　4. In the case of foliage application of hormone solution at ａ concentration af 5 ppm at interva】s

of 7 days, fruit growth was inhibited by both hard water and addition of potassium phosphate in

diluting water resulted in a decrease in number of fruits and total fruit weight, compared with that

of distilled water.

　5. As shown that effect of hard water is more sever by flower dipping treatment than by foliage

application on fruit growth. we have to pay an attention to hard water as a diluting water.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ．ま　え　が　き

　ホルモンは水でうすめて使用されることが多いが，使用される水によっホルモン効果がどのよう

に影響されるのか実際上ひじょうに重要な問題であるばかりでなく，学問的にも興味ある問題であ

る。

　一般に使用される水にはカルシウム，マグネシウムの多い硬水からそれらの含量の少ない軟水ま

で，いろいろな段階のものかおる。

　荻原(7)■によればトマトトーンを石灰や苦土の多い水でうすめて使用すると，着果歩合が低下す

ると報告されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　そこで塩化物あるいはリン化合物を蒸溜水でとかして，いろいろの濃度の水を作り，これでホル

モンをとかじてアベナ子葉鞘の伸長およびナス果実の実止り，肥大におよぽす影響などについて検

討を加えた。

　その一部を報告する次第である。
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　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ．材料および方法

　塩化カリとカルシウムおよびリン酸カリとカリシウムをそれぞれ蒸溜水にとかしてホルモンのき

しゃく水とした。

　これを使用して2.4Dの5 ppm あるいは100 ppm を作り，実験に供した。対照には2.4Dを

蒸溜水にとかしたものを使用した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　（1）アベナ子葉鞘の伸長テスト　常法に従ってアベナの子葉鞘切片を２パーセントの狸糖を含む

いろいろの濃度の水にうかべ，20時間25°Ｃの暗室で培養して，伸長に及ぼす塩化物およびリン酸

化物の影響を調査した。

　ついで，第ニリン酸カリのいろいろの濃度液に2.4Dが5 ppmに，塩化カルシウムが400 ppm

になるように加え，ホルモンの伸長促進作用が塩化カルシウムとリン酸カリとのバランスによって

どのように変ｲﾋﾟするかを検討した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　（2）果実の肥大テスト　2.4 D 100 ppm 液, 2.4 D 100 ppm に塩化カルシウム300 ppm になる

ように塩化カルシウムを加えた液，さらに2.4 D 100 ppm に塩化カルシウム500 ppm, 第ニリン

酸カリ500 ppm になるように塩化カルシウム，第ニリン酸カリを加えた液を，あらかじめ圃場に

育成しておいた金井新交鈴成の８月22日開花した花を浸積処理した。浸積処理の前日除雄を行な

い･受精による影響を除去した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　ホルモン処理は各区10コ行ない，２週間後の９月｀5日収穫した。無処理区として授粉区を設けた。

　一方2.4 D 5 ppm区, 2.4D 5 ppmプラス塩化カルシウム500 ppm 区, 2.4D 5 ppmプラス

塩化カルシウム500 ppm プラス第ニリン酸カルシウム500 ppm と無散布区の４区を設け，７月５日

に第一回の全面散布を行ない，以後７日おきに散布を繰返し，果実肥大に及ぼす影響を調査した。

　収穫は７月21日に第１［可を行ない，以後５日おきに行なった。

ｍ。結果および考察

（1）アベナ子葉鞘の伸長におよぽす塩化物およびリン酸化合物の影響

第１図にみられるとおり，各化合物とも濃度が高まるにつれて2.4Dによる伸長促進効果が抑制

されている。
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第１図　ホルモンによるアベナ子葉鞘の伸長におよぼ

　すカリおよびカルシウムを含むきしゃく水の影響

　　培養液:2.4D 5 ppm, 原糖３％

　塩化物の中で，あるいはリン酸化合物

の中で比較すると，カルシウムイオンの

方がカリイオンよりも抑制力が強い傾向

がみられる。

　すでに二価のカチオン，とくにカルシ

ウムイオンのオーキシン作用にもとづく

細胞伸長を阻止し，カリイオンがカル

シウムイオンの作用を弱めることが報告

(1･2゛され，水稲のラミナジョイントの伸

長に対しても同様な結果が報告(5'され

ている。

　しかしながら塩化カリの方がリン酸カ

ルシウムより抑制力強く，単なる二価イ

オンと一価イオンの桔抗作用のみでは理

解されない。培養液中に共存するアニオ

ンの形態も問題であろうと思われる。塩
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素イオンの方がリン酸イヽオンより抑制力が強いように考えられる。

　(2)リン酸カリによるホルモン作用の増強

　二価イオンによってホルモン･による伸長促進効果が抑制｀され，一価イオ･ンによって回復ざれるこ

と(1･2'からカルシウムの多い硬水で2.4 Dをきしゃくしたときリン酸カリを添加するこ･とによっ

てホルモン効果を回復しうるかどうかを調べてみる,と，第２図にみられるとおり，塩化カルシウム

400 ppm 液にリン酸カリを添加することによって顕著に伸長が促進され，最適濃度は250 ppmで

あった。

　この結果はカルシウムの伸長抑制がカリで

回復するのみならず，リン酸イオンで塩素イ

オンの伸長阻害をも除去七きうることを示

し，Ｂｏｎｎｅｒ(1J，Ｃｏｏｉｌら(2)の結果と一致し

ている。

　この結果はホルモンをとかす際にあらかじ

めリン酸カリを添加しておけば硬水によるホ

ルモン作用阻害を除去できることを暗示して

いる。

　(3)花処理による果実肥大におよぽす影響

いろいろの性質の水でとかした2.4 D 100

ppm溶液で花を浸積処理した結果は第３，４

図のとおりである。

　蒸溜水でうすめた2.4D区は授粉区の倍以

上の肥大で，著しいホルモン効果がみとめら
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第２図　燐酸カリによるカルシウムイオンに伴う

　伸長抑制の回復

　　培養液：2.4D, 5 ppm. 塩化カルシウム

　　400 ppm, 砂糖３％

れるのに対し，硬水でとかした2.4Dは蒸溜水区の半分位の大きさで，著しく肥大が抑制されてい

る。第１図から考えて硬水か強ければ強いほど肥大が抑制されるものと考えられる。

　前実験で予想されたリン酸カリの添加区では硬水区よりさらに肥大｡が劣り，授粉区よりも軽かっ

た。

　すなわちリン酸カリの添加では硬水の作用は除去されずに却って強められ，アベナ子葉鞘め伸長

結果,と異っていた。

　　　　　　　　w- -k.cii

第３図　ホルモン処理による果実肥大におよぼすカ

　ルシウムおよびカリイオンの影響

　2. 4D 100 ppm,塩化カルシウム500 ppm,

　リン酸カリ500 ppm

　花処理後２週間目収穫
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第４図　果実肥大とホルモンきしゃく水と

　の関係

Ａ：授粉区
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　これは細胞の伸長と果実の肥大とは異なる生理的機構があってリン酸カリの影響がみられなかっ

たものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　‘1

　すでに子葉鞘の伸長と果実肥大の機構とは異るであろうことはトマトのホルモン問題で報告した

とおり（4）で，ここにまたたしかめられた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　’

　（4）葉面散布による果実肥大におよぽす影響

　７月５日から５ pom の2.4D液を全面散布し，７日おきにこれを繰返したところ，第５図の結果

がえられた。

　蒸溜水による2.4D区は収穫果数，果重ともに多く，第３図の結果と一致しているが，硬水によ

る2.4 D区は第３図とは異なり，著しい抑制効果はみとめられなかった。

　これは葉面から吸収された2.4 Dはすみやかに果実内に移行するのに対し（8･9’，カルシウムは

葉内にとどまり，果実に移行しにくい結果（3･9）と思われる。
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　　第５図　きしゃく水の異なるホルモン液の全面散布の果実肥大におよぼす影響

2.4D 5 ppm, 塩化カルシウム500 ppm, 燐酸カリ500 ppm, 7日おき繰返し散布

　したがってホルモンのきしゃく水として全面散布の場合は硬水はあまり問題とならないが，花処

理の場合は硬水については注意を払う必要がみとめられ，じゅうらい言われているように煮沸した

水を使用するか，硬水でない純水を使用するかなどの方法がすすめられる。一方わずかの硬水では

多少ホル干ン濃度を高めて使用することも大切であろう。

　本実験期間中硬水によってナスの奇形果の発生はみとめられなかった。

　この結果は荻原がトマトで指摘している結果とは異なっていた。

　奇形果の発生は村松(6゛が指摘するように高低温か関係しているように思われるので硬水の影響

ではないものと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　IV.摘　　　　　要

　ホルモン効果がうすめる永の性質によってどうかわるかについて，塩化物およびリン酸化合物を

純水にとかして，いろいろの種類の水を作り，これを用いてホルモンをうすめ，アベナ子葉鞘の伸

長におよぽす影響と果実の肥大におよぽす影響について検討した。

　（1）アベナ子葉鞘切片の伸長は2.4 D 5 ppmによって促進されるが,塩イビカルシウムとカリある

いはリン酸カルシウムとカリなどの塩類がきしゃく水に多く含まれるようになると，その伸長促進

は次第に阻害されるようになる。
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　各塩類ごとについてみると，カルシウムイオンの影響がカリイオンの影響より強く阻害する傾向

がある。一方塩素イオンはリン酸イオンより強く阻害する傾向がみられる。

　（2）硬水による伸長阻害はリン酸カリの量を多くすれば著しく回復するが，あまり濃度が高まる

と却って回復がおさえられる。

　(3) 2.4 D 100 ppm を含むいろいろの硬水で花処理をすると，果実の肥大は2.4 Dによって著

しく促進されるものの，硬水で作ったきしゃく水では著しく肥大が抑制されるばかりでなく，硬水

によるアベナ子葉鞘の伸長の抑制を回復するリン酸カリの加用によって一層肥大が抑制された。

　(4) 2.4D5ppmを含むいろいろの硬水で全面散布を７日おきに繰返した場合，塩化カルシウム

を含む硬水および塩化カルシウムとリン酸カルシウムを含む水できしゃくした区では2.4Dを蒸溜

水できしゃくした区にくらべ果実の肥大は多少抑制され,収穫果数および果重が少なくなっていた。

　しかし全面散布による肥大抑制は花処理ほど著しくはなかった。
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